
第2章　都市内高架橋の現状と問題点

2－1　問題点と課題

　古来、美しい橋といわれるものは、山間、河川、海等を渡って架けられたものに多く、

それは風景と調和したものとなっている。これに対し、近年建設が進められている都市高

架橋は立地条件の制約を受けるため幹線道路や河川に沿って建設される場合が多く、構造

的に数々の配慮をすることが必要となる。同時に、都市高架橋が都市景観のなかで占める

割合は供用延長の増加とともにますます大きくなっている。都市高架橋の景観に対する重

要性は年々高まっており、構造物の形状処理にっいてはかなり検討されるようになってき

た。しかし、本体構造物をはじめ付属施設にっいても、まだまだ改善する必要があると思

われるケースも多々目にする。

　次に都市高架橋の現状と問題点について事例を列挙して示す。これらは、建設や管理に

携わる設計担当者としての視点ばかりでなく、地域住民の人々や多くの通行人、ドライバ

ー等道路利用者が構造物の近くから桁下面を見上げる場合に気が付くものであり、携わる

設計担当者が両者の視点をもって、少しの景観配慮を行えば防げるものもある。

膚

1）上・下部工の不調和

　設計者は、構造物の建設の目的、規模及び重要度などを考慮して適切な構造形式を選定

しなくてはならない。同時に、上・下部構造及び付属施設についてカラーシミュレーショ

ン等の景観設計を行うとともに構造計算による比較設計も考慮して、上・下部工が景観的

に調和した構造形式を決定する必要がある。また、不調和が担当者の変更により生じる場

合もあるので、担当者が人事異動等で交替する時に、上・下部工の担当が同一人物でない

場合には、お互い連絡を密にして上部と下部構造がアンバランスとならないように注意し

なければならない。写真2－1－1、2に上・下部工の不調和の事例を示す。

2）排水管・電覧設備が外部から丸見え

高架橋自体の景観には配慮していても、付属施設、特に排水管、電覧管が構造物の景観

を損なっている場合が多い。その主な原因は次のとおりである。

①維持管理を容易にするため、縦引き、横引き排水管とも構造物の外側に配置している。

②橋脚の形状と排水管の設置方法が調和していない。

③桁の色と付属物の色が適合していない。

④排水管や取り付け金具が煩雑な印象を与える。

⑤鋼橋脚では、排水管のグレー色が橋脚塗装と適合していない。

⑥新設時は桁内に配置していても補修時に全面的に桁外に出して配置している場合が多

　い。

　写真2－2－1、2にその事例を示す。
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3）構造物全体の汚れ

　建設時には、構造的、景観的に優れていても、供用後数十年が経過したり、特に交通量

の多い交差点に位置している構造物では汚れが目立ち歩行者に圧迫感、重圧感、不潔感（

特にコンクリート構造物において）を与えるケースがある。写真2－3に事例を示す。

　その原因は清掃が困難であること（水や清掃用機器を使用できない。）や塗装のインタ

ーバルに維持費（予算）が追い付かない問題等である。その解決のために、関係者が景観

意識を高め、技術的に新工法、新材料の開発に取り組むことが必要である。なお、コンク

リート構造物については、新設時に塗装を行って劣化を防止するとともに塗色にも配慮し

景観改善を図る事例が増えてきている。

　修景完了後の清掃も大きなテーマであり今後、ますます清掃手段の研究が重要となって

くる。

4）防音壁・付属物の煩雑さが周辺環境とミスマッチ

　建設された当時は、それなりに景観上の配慮がなされたものであっても、その後におけ

るわが国の経済状態や社会情勢の変化は、都市の景観を大きく変化させ、都市と高速道路

との間に調和が取れなくなっている事例が見受けられる。また、高架橋上に取り付けられ

ている防音壁は予め計画されたものではなく、供用後に設置されるケースも多いため、取

り付け構造の制約が多く美感を損ねる原因になっている。写真2－4に事例を示す。

」

5）新設橋梁と周辺環境とのミスマッチ

　高架橋の建設の歩みをたどってみると、初期に建設されたものには景観的に配慮した構

造物も少なくないが、その後、経済性、施工性、工期などが重視されるようになると構造

物は標準化され、景観についての配慮にやや欠けるところが見られるようになってきた。

　周辺環境と調和した構造及び色彩とするか、または逆に目立つそれとするかは、それぞ

れのケースにより異なるが、その判断を誤ったり、景観設計そのものを行わなかったりす

ると、橋梁そのものが構造的に優れていても周辺環境とのミスマッチを生じてしまう場合

がある。最近では、都心部の地価高騰や構造物の大型化により建設用地の制約を受けやす

く、線形条件が非常にきびしい中で機能追求をしなければならず、周辺環境とのバランス

はますます取りずらくなってきている。このような環境下においても、橋梁を計画・設計

する場合は、周辺環境（用途地域、周辺建設物、人口密集地かどうか等）を考慮して景観

設計を行い、構造形式を決定する必要がある。写真2－5－1、2にミスマッチの事例を

示す。
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6）補修、補強の構造が目立つ．

　供用後に現場溶接を用いた補修を行った場合、熱影響範囲だけタッチァップされること

がある。このため、経年後の塗装色が他の部分と異なってくる。桁外面下面等の目につく

部分は最後の工程で全面的に塗り替えることが望ましく、予算面等の措置を予め行うこと

が大切である。また、材料の異なる塗装を誤って使用すると変色し、同様に見苦しく見ら

れることとなる。塗装施工管理を十分行うことが必要である。また、補強材が露わになっ

て景観を損ねている場合がある。しかし、補強部にっいては、重要点検部位として定期的

に詳細点検を行う必要があるため、外観のみを考慮して補強部を局部的に覆うための外装

板等を取り付けることは避けたい。機能回復のための補強は重要であるが、この場合も違

和感を与えない構造とするよう努力する必要がある。写真2－6－1～4に事例を示す。

7）工場製作時の補剛材溶接によるやせ馬（初期変形）が残っている

　工場製作時の溶接によるやせ馬が主桁フランジ、ウエブに発生していると、それが工場

製作時には許容できるものであっても、塗装後においてゴミの付着や光線の具合によって

変形が強調されることがあり、一般通行人からみて奇異な感じを与える場合がある。この

原因は適切な溶接時の温度管理不足、矯正不足、板厚不足等であり、設計時に注意が必要

であることは当然であるが、特に入目につく外面については適正な矯正が望ましい。

写真2－7－1、2に事例を示す。

9

8）桁下空間が非常に暗く、重圧感がある

　都市内高架橋は線形的に制約が多いため桁下空間が狭くなり、暗くまた重圧感を感じさ

せることがある。このため、計画時点に透視図を作成したりカラーシュミレーション等を

行って、構造形式及び色彩あるいは桁下空間への照明の要不要を決定することが必要であ

る。コンクリート橋の場合には特にこの傾向が強くなり、劣化防止を兼ねてコンクリート

面に塗装を行うことも一つの方法である。写真2－8－1、2に事例を示す。

9）構造形式の不連続性

　隣接する橋梁間において、床版張出し量や桁高が異なると、外観が不連続となり、機能

美を欠くこととなる。構造物の連続性を確保するためには、構造形式、桁配置、桁高、床

版張出し長等を統一する必要がある。このためには、設計担当者は隣接工区の担当者と連

絡を密にすることが重要である。やむを得ず、統一が取れない場合には、桁高等の変化が

目立たないように隣接する桁高に合わせて桁端部を変形させる等の処理をするのがよい。

写真2－9－1～4に事例を示す。

10）プレートガーダーのラテラルや添架物が下方視点から重圧感を増幅している

　桁下空間が低い場合や側方の余裕が少ない場合は、通行人に対して重圧感や暗さを感じ

させる。写真2－10－1、2に事例を示す。この場合は、桁高を低くし桁下空間の方を

なるべく大きくしたり、橋脚の梁を無くして桁内におさめる等の処理をして重圧感を軽減

するための検討を行うことが必要である。1桁を使用している場合にはラテラルと対傾構

が視野内で交錯し、煩雑な感覚を見る人に与えるため、桁下にルーバーや化粧板を取り付

け、鳩公害の防止を兼ねたすっきりした外観を考えたい。だだしこの場合、取り付け後の

メンテナンスについても対処できるように構造詳細について十分検討する必要がある
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11）コンクリート打ちっぱなし面が周辺環境とミスマッチ

　コンクリート構造物は、一般的に重量感、安定感を与えるが、建設後の年数を経るにつ

れて、特に交通量の多い地点に接近している場合には汚れが目立ち圧迫感、不快感を与え

ることとなる。写真2－l　l－1、2、3に事例を示す。このような場合コンクリート塗

装を行ったり、構造物のイメージを少しでも和らげるような景観設計をする必要がある。

12）鳩によるふん公害

　景観対策をしても鳩が巣を作る場合があるので注意する必要がある。写真2－12－1

～4に事例を示す。

13）水垂れによる塗装の劣化・各部の汚れ

　伸縮継手及び床版等からの漏水により橋脚及び桁が常に濡れた状態になり、塗装が劣化

したり遊離石灰が生じる場合がある。写真2－13－1～5に事例を示す。このような場

合は、伸縮継手、床版に対する補修工事をおこなったり、清掃を定期的におこなったりす

ることが重要である。また、箱桁内部に生じた結露水がフランジに設けた水抜き孔からし

たたって外面を汚す場合がある。写真2－13－6に事例を示す。排水末端処理までを考

慮した設計・施工が必要である。

ぜ

14）トマソン現象

　管理者問の調整が十分でない場合に生じる現象である。例えば、照明、標識等が他の構

造物により遮られ役に立たなくなっている場合である。写真2－14－1、2に事例を示

すが、利用者の笑い物の種にされそうである。

15）電線ケーブル・電柱がひしめきあっている

　橋梁が景観的に配慮された構造物に修景されても、在来からの架空電線、信号線等が改

良されないことが多い。写真2－15－1、2に事例を示す。執行計画、予算等により改

築時期は各管理者が決定することであるが、同一歩調を取れるように調整することが望ま

れる。

16）落書き、はり紙が目立つ

　公共構造物に対するモラルの向上を図ることが重要であるが、現実には心ない落書き、

はり紙等によりせっかくの苦心も報われない結果になることがある。写真2－16に事例

を示す。残念ながら、はり紙、落書き防止板を橋脚に配置する等の配慮も必要である。

17）交通管理者の修景意識不足

　景観的に配慮した構造物を建設しても、横断幕による交通標語の掲載、看板の設置等に

よりだいなしになっている場合がある。写真2－17に事例を示す。これらは、修景に対

する意識不足によるところが大であり、各管理者が事前に調整を図り修景のコンセプトに

対する意志統一を図り当該地区における総合的な修景を実施する必要がある。
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【上一下部工の不調和】
定

写真2－1－1

E諏＝誇業三糞峯茎ミミミ翠輩摯ミミ筆三

議蒙、、

　一ド部工は下部のみのデザ

インが先行し，上部工はそ

のデザインに対してごく普

通の形式である．橋脚と桁

のデザインの不統一さを感

じる。脚基部をA型に開く

ことは，地震時の橋軸方向

水平力を受けるには多少有

利かもしれないが，　・般市

民には脚がA型である必然

性はないかもしれない．

写真2－1－1

イ 写真2－1－2

　支承は上・下部構造の接

点として荷重の伝達はもち

ろん構造系全体の動きを正

しく円滑におこなわせる重

要な機能を有している．し

かし，その支承部分を露骨

に出した姿はデザイン上そ

の連続性を阻害する一要因

となっている。また，ここ

では橋脚のデザインのみが

強調されており，ヒ・下部

一体のトータル的デザイン

コンセプトに欠けている，、

写真2－1－2
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【排水管・電覧設備か外部から丸見え】

」

　　ド1

濃燃、
写真2－2－1　2

　多雨の国h性もあるが見

慣れた景管？である．排水

管が景観悪化の「ワースト

5」に常にランクされてい

る．これにっいては日本に

おいて，まさに避けて通れ

ない間題点として浮上して

いる．また，当初桁内側に

導水されていた排水管が外

側に出され旧排水管貫通孔

がむき出しとなっていると

ころなどは，メンテナンス

性能を最優先としてきた設

計基準f二の制約もからんで

いそうである。

写真2－2－1

写真2－2－2
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【構造物全体の汚れ】

2

写真2－3

　鋼構造物塗装面やコンク

リート面の排気ガスによる

黒ずんだ汚れはきわだって

おり，街並みの明るさ・清

潔感をこの薄暗さが阻害し

ている．今後，コンクリー

ト表面に劣化防止塗装を施

し，塗色による配慮も含め

明るさ・清潔感を醸し出さ

れる箇所も少なくないであ
ろう。

写真2－3

【防音壁・ 付属物の煩雑さが周辺環境とミスマッチ】

蔓齪導藤・

．翼

一幽劇醗＝

写真2－4

　防音壁の裏面，取付け（1）

舞台裏をあまりにも無造作

に露出しすぎている。高速

道路1二を走るドライバーの

視野に人る防音壁面は，最

近，多種多用な1二夫が施さ

れてきているが，桁下の一・

般道路側からの視点に対し

ては，まだまだその配慮不

足を感じる．両者の視点で

考える余裕も今後期待した

い。

写真2－4
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【新設橋梁と周辺環境とのミスマッチ】

写真2－5－1

イ・群鞠君

写真2－5－1，2

　都市モノレール整備事業

として路線用地の制限を受

けていることを理解してい

ても，この部材が交錯した

ヒ方空間がなんとも落ち着

かづ，うっとうしさ・不快

感・圧迫感で押しっぶされ

そうな感じを受ける．市民

がこの構造物に接する頻度

が多い　駅前環境下では細

心の注意が要求されるはず

である．街の顔としての駅

前周辺の新設構造物として

は，周辺ビルとのバランス

もあまり良くない．美しい

拠点となるべきものから，

街はしだいにその影響を受

け，街全体への波及効果も

っのではないだろうか。周

辺環境の中で中心的役割を

果たす都市内構造物は，よ

りきめ細かな配慮が必要で

ある．今後この巨大構造物

を修景し，周辺環境とのバ

ランスを取り戻すにはかな

りの努力を必要とするので

はないだろうか。あるいは

，未来都市の姿と若者にと

られるかもしれない。

写真2－5－2
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【補修．補強構造が目立つ】

一『噛閣繭■＿ポ

、；

写真2－6一』　2

　補修色が既存色と食い違

いを見せ「まだら」になり

まるでパッチワークの様で

ある。桁塗り替えまじかの

状態であるのだろうが，現

状では全面塗装塗り替えま

でのインターバルが畏いた

め，一時的ではあるが市民

の目にさらされている。

写真2－6－1

写真2－6－2
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写真2－6－3
　高速道路ヒに当初計画さ

れていなかった非常駐車帯

を設けたり，路面拡幅のた

め，新設箱桁の設置の必要

性に迫られ，既設橋脚間に

新たな橋脚を架設したため

非常に雑ぱくな薄暗い区間

になってしまった。

写真2－6－3

噸

写真2－6－4

　PC桁であるが，アウト

ケーブルによる桁補強構造

がどうも目立っている。

写真2－6－4
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【工場製作時の補剛材溶接によるやせ馬
　　　　　　（初期変形）が色濃く残っている】

写真2－7－1，2

　工場製作過程での矯正不

足やウェブ板厚不足（応力

的には不足していない）に

よるやせ馬部分にほこりが

溜って光線の具合いによっ

ては目につきやすい。今後

，ほこりが溜らない様にし

たり，工場製作時の矯正技

術の向上をはかりたい。

写真2－7－1

t

写真2－7－2
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、

【桁下空間が非常に暗く重圧感がある】

写真2－8－1

等

瓢・

蚕
　ロ　、

一惣
　　』網

写真2－8－2
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写真2－8－1

　この様な歩道橋の姿は日

本のいたるところに見受け

られる．見上げなくとも，

すぐ前に階段裏面が目に付

き，汚れが非常に目立って

しまう。機能性やコスト重

視に片寄った結果と言える

のではないだろうか。また

，階段によって歩道歩行部

分が狭くなり，利便性に欠

けている。

写真2－8－2

　桁下空間が狭いために，

車道部分が非常に暗くなっ

ている。計画段階で橋脚高

を意識して可能な限リ高く

取り，かつ，桁下面幅を狭

くできれば，車道までの採

光を妨げられることなく開

放的な明るいオープンスペ

ースに仕上げることができ

たのではないか。写真の様

な既設橋を修景するうえで

まず重要なことは，この薄

暗さから明るさを取リ戻す

ことにポイントがあるよう
だ。



【構造形式の不連続性】

写真2－9－1

　r主桁と横梁が剛結され

た上部構造がビポット沓を

介して橋脚にしっかり固定

されている」と技術者レヘ

ルでは理解てきていても．

一般の人々には，沓をまる

みえとしているため，桁か

ら脚への流れを一瞬そこで

不連続に見せてしまい不安

を抱かぜてしまいそうであ
る。

写真2－9－1
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写真2－9－2

　隣工区は修景を既に完了

している工区だがその工区

境のあまりの極端な変化の

ため，未修景工区の汚さが

より強調されてしまってい
る。

写真2－9－2

18



ひ

写真2－9－3

　あごかき部分の支承が側

面からまる見えになってい

るため，せっかくPC桁・

鋼桁・脚横梁の高さ関係を

統一しても連続した一体感

は感じられない。ここでは

支承を全て隠してしまうと

連続性を醸し出すことに成

功できたかもしれない．

写真2－9－3

ぞ

蚤

写真2－9－4

　まさに「支承」の代表的

姿であるが，都市高架橋と

して目線位置にこの様な露

骨な露出は果して必要なの

だろうか。

写真2－9－4
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【プレートガーダーのラテラルや添架物が
　　下方視点から 璽1圧感を増幅している。】

趣噛．

塾

写真2－10－1，2

　新規に取り付けたケーブ

ルラックやそれらを支持す

る横支材が既設桁のラテラ

ル・横梁と交錯し，雑ばく

な印象を与えている．建物

，住居に天井がある様に，

都市高架橋にも天井が必要

な時代になってきたのかt

しれない。

写真2－10－1

、

写真2－10－2
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矯

【コンクリ ト打ぱなし面が周辺環境とミスマッチ】

　　　　『匿禦
！硯妻　　』か隷

廟マ　1剛隔
1・’雪　’、

写真2－11－1

』銘　

写真2－11－2

写真2－11－3 21

写真2－l　l 1，2，3

　橋台部分は，その面積の

広さからあまりにも無表情

なコンケリート面となりや

すく冷たさをも感じさせて

しまう．



【鳩によるふん公害】

写真2一12－1，2，3
夢　4

　設計者が案外見落としや

すいのが鳩による、S・ん害で

ある．現状の被害は設計者

が想像しているより遙かに

ひどいものがある。点検用

マンホールなど，。蔦の進入

経路部分の設計時点での防

止策はより慎重に行う必要

があるようだ。

写真2－12－1

◎

写真2－12－2
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【水垂れによる塗装の劣化・各部の汚れ】

含

写真2－13－1，2，
3，4

　路面上の雨水が路面下に

流れ落ち，下部工橋脚横梁

や上部工塗装面の劣化を促

進させてしまい腐食は急速

に進展してしまう．このた

め，水切り処理には細心の

工夫が必要であり床版下に

伝わる前に確実に水切りさ

れる設計が望まれる。

写真2－13－1

写真2－13－2
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写真2－13－3
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淘

写真2－13－5

　伸縮装置の非排水機能の

破壊により床版から漏水し

桁及び鋼橋脚まで腐食させ

ている．今後新設計画にお

いては，この構造上の弱点

である継目数を極力減らす

連続構造化あるいは完全な

非排水化への移行が望まし

い。

写真2－13－5

写真2－13－6

　箱桁下フランジ面の水抜

き穴の位置が，沓隠しを兼

ねた橋台面へ近づけ過ぎた

ため，かべ面を水が伝わり

かなり汚れてしまう。水を

伝わらせない配慮が必要で

ある。

写真2－13－6
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【トマソン現象】

写真2－14－1，2

　「トマソン現象」＝あっ

ても役に立たない建造物。

歩道橋の照明設備が上を通

る高架橋下面吸音板の内部

にもぐりこんでいるため。

、照明効率が非常に悪くなっ

ている。管理者問のコミュ

ニケーション不足及び利用

者に対するサービス提供と

いう本来の目的を見失って

しまったものといえる。こ

の様な現象が生じる理由を

関係当事者は理解できてい

たとしても．利用者側から

は．なぜこの様になったか

なかなか理解に苦しむとこ

ろかもしれない。

写真2－14－1

垂．

写真2－14－2
27



【電線ケーブル・電信柱がひしめきあっている】

ツ薯

写真2－15－1，2

　電信柱や通信線の混在は

いっこうに改善される兆し

がなく，電力・通信ケーブ

ルの地中化や周辺環境の立

ち遅れを痛感する。また，

電力会社も含めた関係官庁

同士が歩調を合わせる努力

も必要であることを痛感す

る。これが残ってしまって

いては，せっかくの都市高

架橋修景がだいなしなので

ある。

写真2－15－1

／ …
窮
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写真2－15－2
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【落書き・張紙が目だつ】

写真2－16

写真2－16

　都市景観整備に努力した

結果生まれた調和の取れた

公共構造物に対し，完成後

4ヶ月もたたない内にさっ

そくこうした裏切り行為（

落書き）があるのも，悲し

い現実として捉えなければ

ならない。この様な落書き

をする者は自分たち以外の

社会がまるで見えていない

ようだ．社会が彼らの遊び

場ではないということを十

分に思い知らせる必要があ

る。公共物を尊重する社会

意識教育，すなわち国民…

人一人がこうした行為を絶

対に認めないという姿勢が

より重要となってくる。

【交通管理者の修景意識不足】

写真2－17

「

　完成と同時にまったく色

彩感覚に欠けた交通標語垂

れ幕を取り付けられてしま

っている。市民は交通管理

者の修景意識不足とセンス

のなさをそろそろ問いはじ

めている。可変情報板や図

形情報板設置のための情報

提供専用の標識柱を歩道橋

とは分離して別途設ける必

要もあるのではないか。

写真2－17

釦田実＼
佐藤浩明
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